
令 和 ２ 年 1 月 2 7 日 

岩手河川国道事務所 

岩 手 県 建 設 業 協 会 
 

『 家族と一緒の時間を過ごしました 』 
《 週休二日制普及促進Ｄ Ａ Ｙ の実施率は９ 割 》 

～働き方改革 週休二日制普及促進キャンペーン～ 

 

 

 

 
 

 

 

 

１．アンケート回答状況 

発注機関別回答工事件数（岩手県建設業協会及び岩手県建設産業団体連合会企業１２７６社 

のうち３０６社から回答のあった工事件数に、県外企業の７０社 

から回答のあった工事件数を加えて算出） 

 【回答企業社数 ３７６社】※24％（306/1276：県内企業をベースに算出） 

 ・国      １６３件 

 ・岩手県    ４６３件 

 ・市町村    ５５６件 

 ・その他    ８９３件 

   (土地改良区、民間等)  

     合計２，０７５件 

  ※岩手県建設業協会及び建設産業団体連合会の企業及び技術者にアンケートを実施。 

  ※この他県内で工事を行っている県外企業の監理技術者にアンケートを実施。 

 

２．アンケート結果 

別添のとおり 

 

＜発表記者会：岩手県政記者クラブ、東北専門記者会＞ 

岩手県内の行政機関及び建設業界団体が協働で、週休二日制普及促進キャンペーン

として、公共工事を一斉にお休みする日『週休二日制普及促進ＤＡＹ』を３日間※1 

設定して取り組みました。 

この度、今後の週休二日制普及促進の取り組みを実施していくうえでの参考とする

ため、アンケート調査を実施しましたのでその結果をお知らせします。 

このアンケートでは、増えた休日の過ごし方として「家族と一緒に過ごす」「趣味

の時間に」などの声がありました。 

今後も引き続き、建設産業界における働き方改革を推進して参ります。 

※１ 2019 年度：４月、６月、７月の３ヶ月間、第２土曜日の３日間 

【問い合わせ先】 
 

国土交通省 東北地方整備局 岩手河川国道事務所  TEL: 019-624-3131 
副所長（河川）  堀井 一保 （内線：204） 

               計画課長     深渡 義哲 （内線：261） 

 一般社団法人 岩手県建設業協会  TEL: 019-653-6111 

               専務理事     佐々木 幸弘 

企画課課長代理  藤村 誠一郎 
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１．週休二日制普及促進 DAY の実施状況 

１－１ キャンペーン期間中の工事件数（発注者別） 

 

 

１－２ 週休二日制普及促進ＤＡＹの取組状況 

 
 
 

民間工事（JR、

NEXCO含む）

806件

39%

市町村

556件

27%

県（県土

整備部）

403件

19%

国（国土交通省）

118件 , 6%

土地改良区等

87件 , 4%

県（農林水産部）

60件 , 3%

国（農林水産省）

45件 , 2%

キャンペーン期間中の工事件数 N=2,075件

55%

57%

62%

67%

71%

74%

88%

65%

13%

20%

15%

14%

16%

16%

4%

16%

25%

12%

11%

5%

7%

7%

6%

9%

7%

11%

12%

13%

6%

3%

2%

10%

土地改良区等

民間

岩手県（農林水産部）

市町村

岩手県（県土整備部）

国土交通省

農林水産省

全体

取組状況（全体，発注者別割合）
3日実施 2日実施 1日実施 未実施

●キャンペーン期間中の工事件数は全体で 2，075 件。 

●発注者別では民間が多く、次いで市町村、岩手県（県土整備部）の順番。 

●3 日間全て取り組んだのは、全体で 6 割を超え、未実施は 1 割。 

●発注者別では農林水産省が多く、次いで国土交通省、岩手県（県土整備部）の順番。 

９割が実施！ 
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１－３ 週休二日を実施できなかった理由は何ですか 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 92件 23%

② 60件 15%

③ 53件

14%

④

25件

6%

⑤

24件

6%

⑥ 18件 5%

⑦ 15件 4%

⑧ 12件 3%

⑨ 11件 3%

⑩ 11件 3%

⑪ 5件 1%
⑫ 66件 17%

週休二日未実施理由

【全体】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

●未実施理由（3 日～1 日）は、「工程上やむを得なかった」が 1 番目に多く、次に「その他」

「降雨等による振替」の順番となった。 

●「その他」の理由では、「天候の良い日に少しでも工程を前倒ししたい」や「元々工程が厳

しい」「工程遅延の挽回」など「工期・工程」に関する理由が多くあった。 

 ■未実施の理由 

■ ①当初から休日作業を見込んで工程計画を作成しており，調整が困難で工程上 

   止むを得なかったため 

■ ②降雨等による休工日の振替のため 

■ ③下請け（協力業者）又は元請けから作業要請があったため 

■ ④週休二日制普及促進キャンペーンを知らなかったため 

■ ⑤日給月給により、作業員・技能者等が土曜日の作業を望んでいるため 

■ ⑥地元や関係機関からの要請により作業日となったため 

■ ⑦災害等の緊急工事のため 

■ ⑧週休二日の取組に対して、見合った費用が計上されるか不明（不安）なため 

■ ⑨発注者側が週休二日の取組をしていないため 

■ ⑩工期が不足し協議したが工期延長等をしてもらえなかったため 

■ ⑪週休二日の工事を実施しても評価に繋がらない（利益にならない）ため 

■ ⑫その他 
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２．貴社の休日体制について 

 

 

３．貴社が受注した工事の工期設定について 

 

97社

12社

20社

27社

108社

26社

10社

47社

7社

6社

その他

完全週休２日

４週８休

４週７休

４週６休

４週５休

休日体制（就業規則等）

県内企業 県外企業

32%

32%

33%

34%

36%

41%

41%

36%

64%

61%

59%

57%

61%

53%

56%

58%

4%

7%

8%

9%

3%

6%

3%

6%

土地改良区等

農林水産省

岩手県(県土整備部)

市町村

国土交通省

岩手県(農林水産部)

民間

全体

工期設定（全体，発注者別割合）

短い ちょうどよい 余裕がある
６割超

●休日体制は、4 週 6 休の職場が一番多かった。 

●「その他」では自社で定めた年間変形労働時間制（カレンダー）によるものが多かった。 

●工期設定では全体でみると、「ちょうどよい」や「余裕がある」の割合が 6 割を超えた。 

●「工期が短い」と回答のあった割合を発注者別でみると、民間が１番目に多く、 次に岩

手県（農林水産部）、国土交通省の順番となった。 
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４．キャンペーンの感想と今後の取組について 

４－１ キャンペーンを実施についての感想 

 

 

４－２ キャンペーンの今後について、どの様にしたらよいでしょうか 

 

よかった

93件

25%

どちらかといえば

よかった

134件

36%

どちらとも

いえない

114件

31%

あまりよくなかった

13件, 4%

よくなかった（負担になった）

13件, 4%

キャンペーン実施についての感想

今年度程度の日数

で実施すべき

145件

40%

日数を拡大して

実施すべき

100件

27%

どちらとも

いえない

95件

26%

止めるべき

25件 , 7%

キャンペーンの今後について

●「よかった」及び「どちらかといえばよかった」が全体の 6 割を超えた。 

●「どちらともいえない」の回答が３割程あった。 

●「日数を拡大」及び「今年度程度の日数」で実施が全体の７割近くあった。 

●「どちらともいえない」の回答が 3 割程あった。 
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４－３ 今後のキャンペーン実施時期（期間）について 

 

 

５．今後、週休二日を増やすための効果的な取組は 

 

年間を通して

150件

41%

閑散期

74件

20%

第○週と決めて

67件

19%

上半期

39件, 11%

その他

28件, 8%

繁忙期

4件, 1%

望ましい休日の実施について

人材(交代要員等)
の確保

99件

33%

施工能率の向上

92件

30%

日給月給対策(賃金の引

上げ)・月給制への移行

54件, 18%

社内の意識改革(下請け

の意識付け)

46件, 15%

その他

11件, 4%

今後、週休を増やすための効果的な取組

●「年間を通して」が約 4 割と 1 番多く、「上半期に実施」と合わせて実施期間の回答が約 

５割あった。 

●「第○週と決めて実施」の回答が約２割となった。 

●「人材の確保」が１番目に多く、次に「施工能率の向上」と続き、同程度の割合であった。 

●その他意見では、「公共工事のみならず民間発注者へのアピールなどの働きかけ」や「平

準的な発注」といった回答があった。 

■年間を通して実施 

■閑散期に（ある程度）実施 

■第○週を統一土曜閉所として  

 週を決めて実施 

■上半期だけ実施 

■その他 

■繁忙期も（若干）実施 

□下半期だけ実施【無し】 
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６．今後、週休二日を実施するうえで発注者に望むことは何ですか 

 

 

７．技術者の方から寄せられた主な意見・提案等 

余裕を持った

工期の設定

267件

25%

工事費(労務単価､

経費率等)のアップ

221件

21%発注・施工時

期の平準化

171件

16%

提出書類の簡素化

135件

13%

賃金水準の向上

97件 9%

発注者(国・県・市

町村)の一体的な取

組, 65件 , 6%

発注者の意識改革

43件 , 4%

発注者からの指導

32件 , 3%

必要性のアピール

14件 , 1%
ICTの更なる活用に向けた人材育成

の支援(講習会・研修等), 7件 , 1%

使い勝手のよいICT活用の普

及（歩掛等の改善拡大）

5件 , 1%

週休２日を実施するうえで発注者に望むこと
（最大３つまで複数回答あり）

●「余裕を持った工期の設定」の回答が１番多く、「発注・施工時期の平準化」と合わせてみ

ると工事発注に対する回答が約４割になった。 

●「工事費のアップ」の回答が２番目に多かった。 

●「提出書類の簡素化」に対する回答も多かった。 

【キャンペーン期間中の休日においての過ごし方、やってみたいこと】 

・家族と一緒に過ごす。（子供の行事の参加、旅行、買い物等）※計画が立てやすい。 

・趣味の時間に使う。（スポーツ、旅行、ゴルフ、釣り） 

・体をゆっくり休める。 

・農作業、草刈、家庭菜園、家事などに使う。 

・資格取得の勉強をする。 

【普段仕事をしていて感じること等】 

・工事を担当すると工期に影響されるため週休二日は難しい。 

・現場は天候や気候に左右されるため、工期の関係上休めない場合がある。 

・書類の作成や提出書類が多いため、書類の簡素化が必要と思う。 

・繁忙や閑散の落差を減らし、年間を通して働くために、平準化してほしい。 

・週休二日制普及促進 DAY ということで休むように促していただいたことで、 

後ろめたい気持ちも無く休むことができ、リフレッシュできた。 


